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⑥平和都市宣言NiO｡1⑪騒母
世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦
争の危機をはらみ、誠に蕊慮にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろ
しさと、被爆者の苦しみを全世界の人々 に訴え
再び広島長崎の惨禍を繰り返してはならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、い
かなる国のいかなる核兵器に対しても、その廃
絶を求め、ここに平和都市を宣言する。
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〆

納
税
者
の
方
々
の
「
わ
か
り
や

す
く
、
書
き
や
す
い
申
告
書
を
」

と
い
う
声
に
お
こ
た
え
し
、
平
成

畔
年
１
月
忘
年
分
の
確
定
申
告
）

か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
番
が

新
し
く
な
り
ま
す
。

申
告
番
新
様
式
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
様
式
が
６
種
類
か
ら
２
種
類
に

確
定
申
告
書
が
新
し
く
な
り
ま
す

芸能祭郷第22回
はやし

市内に古くから伝わる民俗芸能と日本古来の伝統的な笛･太鼓によるお磯子の祭典｢郷土芸能祭｣｡今回も、民俗芸能

を伝承している市内3団体のほか､小。中学校4校の郷土芸能クラブが参加し、芸能祭を盛り上げます｡ぜひこの機会に、
ひながた

郷土に伝わる民俗芸能をご家族皆さんでお楽しみください。また､明治末期の裁縫雛形の展示｢衣装からはじまった20世

紀｣も行っています｡主催は、いずれも市教育委員会(文化課)公(85)1151です。

②
用
紙
が
Ａ
４
サ
イ
ズ
に

③
記
載
棚
を
整
理

④
手
引
き
を
充
実
（
手
引
き
で
計
算

が
で
き
、
や
ぎ
し
い
申
告
香
に
）

申
告
替
新
様
式
は
、
蝦
寄
り
の
税

務
署
や
市
役
所
課
税
課
で
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

言
寓
壱
二
一
三
三
三
・
二
一
津
・
函
○
・
］
己

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

にせ税務職員にご注意を’
最
近
、
税
務
職
員
の
名
を
か
た

り
、
電
話
に
よ
り
親
族
の
勤
務
先
、

現
住
所
、
電
話
番
号
、
還
付
金
の

振
込
口
座
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
た

り
、
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い
税

金
を
指
定
口
座
に
振
り
込
む
よ
う

に
依
頼
し
た
り
と
い
っ
た
事
例
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。

不
審
に
感
じ
た
場
合
は
、
氏
名
、

所
属
を
確
認
の
上
、
柏
税
務
署
に

確
認
し
て
く
だ
き
い
・

問
い
合
わ
せ
柏
税
務
署
雪
錘

２
３
２
１

陳~－－

カ
レ
ほ
ひ
の
し
ん
し

＊
ひ
ょ
っ
と
こ
睦
…
菩
比
神
使

布
佐
竹
内
神
社
の
祭
礼
に
あ
こ
が

れ
、
二
十
数
年
前
に
結
成
。
各
地
の

祭
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
．

＊
古
戸
は
や
し
連
中
…
神
楽
舞
「
帰

し
矢
」古

戸
地
区
に
江
戸
時
代
か
ら
台
本

や
口
伝
え
で
伝
承
き
れ
て
き
た
、
神

楽
舞
や
面
芝
居
を
演
じ
て
い
ま
す
。

＊
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
…
大
杉
難
子
、

ひ
ょ
っ
と
こ
舞
、
五
職
子
、
獅
子
舞

旧
我
孫
子
地
区
に
伝
わ
る
大
杉
祭

の
お
職
子
を
今
に
伝
え
よ
う
と
、
熱

心
に
後
継
者
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

総
蜑
襄
埜
菫
ク
言
…

仁
羽
嚥
子
、
投
げ
合
い

毎
年
、
竹
内
神
社
の
祭
礼
で
演
奏

す
る
た
め
練
習
し
て
い
ま
す
。

＊
湖
北
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
。
：

獅
子
舞
、
仁
羽

踊
り
や
太
鼓
が
大
好
き
で
、
公
民

館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

＊
布
佐
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
．
：

仁
羽
雌
子
、
投
げ
合
い

今
年
の
竹
内
神
社
の
祭
礼
で
は
、

布
佐
駅
前
で
演
奏
し
ま
し
た
。

＊
我
孫
子
第
四
小
学
校
郷
土
芸
能
ク

ラ
ブ
・
・
仁
羽

運
動
会
や
地
域
の
夏
祭
り
で
、
太

鼓
を
打
つ
な
ど
し
て
い
ま
す
。

日
時
。
場
所
哩
月
２
旦
旦
午
後

０
時
弛
分
開
場
、
１
時
開
減
、
湖
北

地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）

裁
縫
雛
形
の
展
示

§
衣
簔
か
ら
睦
じ
ま
っ
た
釦
世
紀
§

日
時
ｎ
月
墾
日
（
水
）
か
ら
哩
月
２

旦
旦
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

場
所
湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無

料
）展
示
品
市
民
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
か
み
し
も

た
１
０
０
年
ほ
ど
前
の
十
二
単
、
袴
、

ど
て
ら
、
洋
服
な
ど
約
加
点
の
裁
縫

雛
形
（
小
ざ
な
衣
装
等
の
見
本
）

出
演
者
と
演
目

、 、〆

今
年
住
宅
を
建
築
壹
諏
た
方

平
成
喝
年
中
に
住
宅
を
新
築
・

増
改
築
さ
れ
た
方
で
課
税
課
が

行
っ
家
屋
調
査
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
住
宅
用
地
の
申
告
を
し
て

く
だ
ざ
い
。

住
宅
用
地
と
し
て
、
固
定
資
産

税
が
軽
減
き
れ
ま
す
。

該
当
者
住
宅
が
建
築
さ
れ
た
土

地
の
所
有
者

申
告
方
法
申
告
書
（
課
税
課
に

用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

提
出
し
て
く
だ
き
い
。

土
地
が
私
道
と
し
て
利
用
き
れ

て
い
る
場
合
誠
そ
の
幅
員
や
利
用

形
態
に
よ
り
固
定
査
産
税
が
軽
減

き
れ
ま
す
の
で
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

軽
減
さ
れ
る
私
道
の
要
件平

日
に
来
ら
れ
な
い
方
、

平
日
、
仕
事
な
ど
で
窓
口
に
来
軽
自
動
車

ら
れ
な
い
方
を
対
象
に
、
市
税
等
い
ま
す
。

（
市
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
当
日
は

新
た
に
私
這
を
提
罐
さ
れ
た
右

住
宅
用
地
“
私
道
の
申
告
を

特
別
納
税
相
談
を
行
い
ま
す

◎
公
道
か
ら
公
道
に
通
り
抜
け
で

き
る
私
道
◎
建
築
基
準
法
に
よ

り
、
公
道
か
ら
後
退
（
セ
ッ
ト
バ

ッ
ク
）
し
た
土
地
◎
袋
小
路
の

場
合
は
、
幅
員
が
４
ｍ
以
上
で
、

そ
こ
を
通
ら
な
け
れ
ば
公
道
に
出

ら
れ
な
い
家
屋
が
２
戸
以
上
あ
り
、

通
行
制
限
を
し
て
い
な
い
も
の

該
当
者
現
に
私
道
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者

申
告
方
法
申
告
醤
（
課
税
課
に

用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

私
道
の
所
在
と
面
積
の
わ
か
る
番

類
ま
た
は
測
遼
図
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊

申
告
期
限
い
ず
れ
も
平
成
砕
年

１
月
巧
日
（
火
）

税
額
軽
減
時
期
平
成
料
年
度
課

税
分
か
ら

申
告
書
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ

課
税
課
・
内
線
３
３
９

軽
自
動
車
税
）
の
納
税
相
談
を
行

い
ま
す
。

当
日
は
、
納
付
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
哩
月
晦
日
（
土
）
・
砺
日

（
且
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時

場
所
市
役
所
収
税
課

※
当
日
、
市
役
所
は
閉
庁
の
た
め
、

正
面
玄
関
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
職
員
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
き

い
（
上
図
参
照
）
。

問
い
合
わ
せ
収
税
課
寳
芭
５

８
４
３
（
当
日
に
限
る
）

ご
利
用
く
だ
さ
い ●

しノ

ひとりが輝く。社会が輝く。男女共同参画都市
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家
庭
で
の
ご
み
の
減
量
と
資
源
化

を
進
め
る
た
め
、
市
で
は
機
械
式
生

ご
み
処
理
機
と
堆
肥
化
容
器
の
購
入

を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
は
、

対
象
外
の
機
種
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
市
内
に
在
住
し
て
い
る
方

補
助
額
◎
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

…
本
体
価
格
の
２
分
の
１
で
、
１
０

０
円
未
満
切
り
捨
て
。
１
台
３
万
円

を
限
度
と
し
、
１
世
帯
１
台
（
過
去

５
年
以
内
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
方
は
対
象
外
）
◎
コ
ン
ポ
ス
ト
・

ボ
カ
シ
容
器
…
本
体
価
格
の
３
分
の

２
で
、
沁
円
未
満
切
り
捨
て
。

１
容
器
３
０
０
０
円
を
限
度
と
し
、

哩
月
４
日
（
火
）
か
ら
、
日
（
月
）
ま

で
は
「
人
権
週
迩
で
す
。

人
間
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な
生

活
を
送
る
権
型
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
権
利
が
人
権
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
権
利
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
相
手
の
立
場
を
考
え
た
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
人
権
週
間

に
特
別
人
権
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

▼市内人権擁護委員機
械
式
生
ご
み
処
理
機
。
コ
ン
ボ
ス
ト
な
ど
の
購
入
に
補
助
金

申
請
は
お
早
め
に

植
月
４
日
か
ら
旧
日
ま
で

！
氏名 電話番号

人
権
週
間

表てる子 (85)0396

杉山清吉 (88)4655

伊勢佳彦 (893414

天利信司 G5)0185

中野てる子 (82)2309

１
世
帯
２
容
器
ま
で

※
本
体
価
格
は
消
費
税
を
除
い
た
額

申
請
手
続
き
．

＊
指
定
璽
元
店
子
表
参
題
で
購

入
す
る
場
合
…
印
鑑
を
持
参
し
、
各

墾
元
店
で
申
請

＊
指
定
販
売
店
以
外
で
購
入
す
る
場

合
．
・
・
次
の
①
か
ら
⑥
ざ
持
参
し
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
申
請

①
見
積
書
②
カ
タ
ロ
グ
ま
た
は
取

扱
説
明
書
曾
碧
数
量
・
本
体

価
格
が
明
記
さ
れ
た
領
収
書
④
保

証
書
⑤
印
鑑
⑥
補
助
金
の
振
込

先
の
口
座
番
号
な
ど
が
わ
か
る
も
の

※
補
助
金
は
口
座
振
込
に
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

霊
（
師
）
０
０
１
５

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
権
週
間
強
調
事
項

＊
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

：
。
思
い
や
る
心
が
築
く
新
世
紀

＊
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

＊
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

＊
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
、
っ

＊
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
筵
実
現
し
よ
う

＊
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

＊
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

＊
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

＊
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

＊
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

◎
あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
ま

す
か
◎
他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
ま
せ
ん

か特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

柏
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
千
葉

地
方
法
務
局
柏
支
局
で
は
人
権
週
間

に
ち
な
み
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
人
権
上
の
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
廻
月
６
日
（
木
）
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時
賓
用
無
魁

場
所
生
活
支
援
課
（
市
役
所
西
別

館
２
瞳

相
談
内
容
い
じ
め
、
親
子
・
扶

養
・
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、
名
誉
、

信
用
、
差
別
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
人

権
上
の
問
題
や
悩
み
事

相
談
員
人
権
擁
護
委
員
（
表
て
る

子
委
員
、
中
野
て
る
子
委
皇

問
い
合
わ
せ
生
活
支
援
課
・
内
線

３
７
７

▼機械式生ごみ処理機。堆肥化容器指定販売店

販売店名所在地電話番号取扱商品

我孫子市本所寿1-14-18（82)3121
農業協同湖北支所古戸171-2（88)2511コンポス｜

組合布佐支所布佐1132（89)3151ボカシ容号
(有)扇屋商店緑1-4-2（82)0014

自然食品の店よれかわ湖北台8-10-8（69)8955

小規模作業所おおばん新々 田77-5（89)5794

(有)染井金物店本町3-8-12（82)2375ボカシ容号

㈲あびこイーエム･ショップ本町3-1-14（83)7747

1アニュー東我孫子東獅子2.33-22(82)7552

1アニユー我孫子我孫子388-1(83)3751

tエコートレイド(有）若松147-3（85)8945
㈲ダｽｷﾝｾー ﾌﾃｲｻー ビｽ新木2550（88)4444機械式生ご

(有)渡辺電機高野山346-5（84)8222処理；

斉藤電器布僻和合1･1-0104(89)4188

寿1-14-18我孫子市
農業協同
組合

コンボスト
●

ボカシ容器(89)3151

緑1-4-2

1

二三一二一一 一二．

ボカシ容器

瀧
凹
・
熱
蝿
脚
潔
悪
霊
蕊

圖ｓ

取
誉
蕊
臺
菫
菫

月

一
脚
篝
蕊
”

》
■
鮒
灘
瞬
蕊
妄

車
に
は
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ
う

岡
ｒ
・

年
末
は
道
路
が
混
み
合
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
気
ぜ
わ
し
さ
や
交
安
全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

通
量
の
増
加
か
ら
交
通
事
故
が
多
発
お
酒
を
飲
ん
で
運
転
す
る
と
重
大

し
、
ひ
っ
た
く
り
や
空
き
巣
な
ど
の
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
「
飲
ん

犯
罪
も
増
加
し
ま
す
。

だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な

警
察
で
は
、
廻
月
、
旦
月
）
か
ら
と
は
運
転
者
の
常
識
で
す
。

１
月
３
日
（
木
）
ま
で
「
年
末
年
始
特
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
審
察
署
云

別
警
戒
取
締
り
」
を
実
施
し
、
パ
ト
壷
）
０
１
１
０

若松147-3

機械式生ごみ

処理機

1
Ｑ
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
「
穴
を
開
け

な
く
て
よ
い
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

回
収
時
に
危
険
は
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
皆
さ
ん
が
穴
を
開
け
る
際
に
、
ご

く
ま
れ
に
爆
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
使
い
切
り
、
穴
を
開
け
ず
に

「
空
カ
ン
袋
」
に
入
れ
て
く
だ
き
い
◎

Ｑ
生
ご
み
が
臭
わ
な
い
－
１
｜
夫
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

Ａ
ご
み
の
水
分
を
十
分
に
切
り
、
ご

み
袋
の
空
気
を
抜
い
た
あ
と
、
ロ
を

し
っ
か
り
縛
っ
て
空
気
が
入
ら
な
い

ご み
Q&A

’
よ
う
に
す
る
だ
け
で
も
防
臭
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
近
く
｝

の
住
民
の
方
へ
の
防
臭
対
策
に
も
な

り
ま
す
。

Ｑ
て
ん
ぷ
ら
油
を
凝
固
剤
な
ど
で
固

め
て
、
家
庭
ご
み
に
出
し
て
も
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
残
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油
は
、
凝
固
剤
一

な
ど
で
固
め
ず
に
資
源
回
収
日
に
出

し
て
く
だ
き
い
。
回
収
さ
れ
た
油
は
、

せ
っ
け
ん
な
ど
に
再
生
さ
れ
、
学
校

給
食
な
ど
で
洗
剤
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
。Ｑ
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
袋
が
い
つ
も
い

っ
ぱ
い
で
入
ら
な
い
の
で
す
が
。

Ａ
ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル
は
、
踏
み
つ
ぶ
す

と
か
さ
ば
ら
ず
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
袋

に
も
た
く
さ
ん
入
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ラ
ベ
ル
も
簡
単
に
は
ず
せ
ま
す
。

※
ご
み
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
電
（
師
）
０
０
１
陸

５
へ

胴っ上青空ｷｬﾝベーﾝlにZ協加
二

コ三
三

千葉のそらみんなの力でさわやかに

今
年
の
元
旦
に
発
行
し
た
商
Ｄ
○

マ
ッ
プ
の
第
二
弾
「
商
Ｄ
○
！
あ
び

こ
」
を
皿
月
末
に
発
行
し
、
商
工
会

や
市
役
所
等
で
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
業
種
別
に
市
内
の
１
１
９

店
舗
を
個
々
に
紹
介
。
お
店
の
場
所

を
表
す
地
図
を
は
じ
め
、
各
店
舗
が

商
品
の
自
慢
や
特
徴
を
個
性
豊
か
に

七
都
県
市
宇
葉
県
、
塞
皐
都
、

千
葉
市
等
）
で
は
、
平
成
叫
年
１
月

訓
日
ま
で
自
動
車
排
ガ
ス
対
策
「
ぐ

る
つ
と
青
空
キ
ヤ
ン
ペ
ー
と
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
県
で

は
「
千
葉
の
そ
ら
、
み
ん
な
の
力
で
、

さ
わ
や
か
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
塞
期
に
お
け
る
窒
素
酸
化
物

排
出
抑
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

車
は
、
仕
事
や
生
活
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
便

利
な
乗
り
物
で
す
が
、
空
気
を
汚
す

大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｎ
Ｏ

Ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）
の
約
半
分
を
排

出
し
て
い
ま
す
。

特
に
冬
は
、
歳
末
で
交
通
墨
が
増

え
る
う
え
、
上
空
の
暖
気
と
地
表
の

冷
気
の
境
目
に
、
地
表
の
汚
れ
た
空

気
を
閉
じ
こ
め
る
層
（
逆
転
層
）
が

で
き
や
す
く
、
１
年
で
最
も
大
気
が

汚
れ
ま
す
。

空
気
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

市
内
の
１
１
９
店
舗
を
紹
介

、

商
Ｄ
Ｏ
！
あ
び
こ

あ
き
ん
ど

表
現
し
て
い
ま
す
。

ざ
ら
に
、
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
も
付
い
て
い

ま
す
の
で
、
読
ん
で
楽
し
く
、
使
っ

て
う
れ
し
い
冊
子
で
す
。
ぜ
ひ
一
度

手
に
と
り
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所
参
加
店
の
店
頭
、
Ｊ
Ｒ

我
孫
子
駅
・
天
王
台
駅
、
市
役
所
商

工
観
光
課
・
市
民
課
、
各
支
所
、
湖

北
地
区
公
民
館
、
烏

篝
窪
篭
裳
隣

セ
ン
タ
ー
、
商
工
会

泌
§
※
発
行
部
数
に
限
り

》
が
あ
り
ま
す
の
で
、

泌薑
灘
礎

会
壷
（
理
）
３
１
３
１

＊
公
共
交
通
機
関
の
利
用

マ
イ
カ
ー
通
勤
を
控
え
、
電
車
や

バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

＊
工
夫
次
第
で
車
は
減
ら
せ
ま
す

一
人
乗
り
は
不
経
済
な
う
え
、
交

通
量
を
増
や
し
ま
す
。
共
同
利
用
を

心
が
け
れ
ば
、
使
用
車
両
は
減
ら
せ

ま
す

＊
空
に
や
さ
し
い
車
の
乗
り
方

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
控
え

ま
し
ょ
う

＊
低
公
害
車
の
使
用

車
を
買
い
換
え
る
際
は
、
環
境
に

や
さ
し
い
車
を
選
び
ま
し
ょ
う

※
暖
房
器
具
に
よ
る
部
屋
の
暖
め
す

ぎ
も
、
大
気
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す
。

暖
房
器
具
は
適
切
な
温
度
で
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
・
内
線
４

６
３

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と

配



(S) 第1058号おず二2001．12．1
一

【
手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め
て
〕

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
で

は
、
手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め
て

作
成
し
た
〃
２
０
０
２
年
版
手
賀
沼

カ
レ
ン
ダ
ー
〃
を
次
の
と
お
り
無
料

で
配
布
し
ま
す
。

手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
同
協
議

演
劇
集
団
「
円
」
が
岸
田
今
日
子

企
画
に
よ
る
抱
腹
絶
倒
の
現
代
語
訳

狂
言
「
く
す
く
す
げ
ら
げ
ら
う
つ
ふ

つ
ふ
」
で
我
孫
子
に
登
場
し
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
谷
川
俊
太
郎
が
原

作
の
骨
格
を
失
う
こ
と
な
く
、
狂
言

を
現
代
の
言
葉
に
移
し
替
え
ま
し
た
。

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
家
族
で

ご
鑑
蛍
く
だ
き
い
。

日
時
平
成
科
年
１
月
塑
旦
且
午

手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
を

無
綱
で
配
布

冬休み劇煽

現稚語訳狂言

1

後
２
時
犯
分
開
場
３
時
開
演
一
庭
に
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
を
呼
ぼ
う

場
所
市
民
会
館

入
場
料
１
０
０
０
円
（
全
曹
由
、
第
９
回
巣
箱
教
室
参
加
者
を
募
集

た
だ
し
子
ど
も
席
あ
り
）

入
場
券
販
売
所
平
賀
誓
店
、
ミ
リ
巣
箱
を
作
っ
て
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
、
身
近
な
場
所
で
も
子
育
て
し
、

オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
荒
井
書
店
、
の
子
育
て
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
巣
箱
も
好
ん
で
使
い
ま
す
。

塞
皐
事
務
器
、
写
真
の
お
ち
あ
い
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
、
白
い
頬
に
黒
｝
あ
教
室
で
は
、
実
際
に
巣
箱
を

結
子
美
容
室
、
ポ
ピ
ー
、
デ
イ
リ
ー
い
ベ
レ
ー
帽
、
お
な
か
の
ネ
ク
タ
イ
作
り
、
巣
箱
の
か
け
か
た
、
観
察
方

ヤ
マ
ザ
キ
つ
く
し
野
店
、
柏
高
島
屋
模
様
が
人
気
の
、
庭
先
で
よ
く
見
か
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

友
の
会
、
取
手
と
う
き
ゅ
う
、
市
民
一
け
る
身
近
な
小
鳥
で
す
。
も
と
も
と
、
ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

木
の
洞
に
巣
を
作
り
ま
す
が
、
コ
ン
日
時
。
場
所
哩
月
８
旦
土
）
午
後

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
文
化
課
ク
リ
ー
ト
塀
の
す
き
間
や
郵
便
受
け
１
時
如
分
か
ら
４
時
、
鳥
の
博
物
館

盆
（
函
）
１
１
５
１

対
象
市
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生

※
、
人
分
の
入
場
券
を
ご
購
入
い
た

だ
い
た
団
体
に
は
「
付
添
入
場
券
」

１
人
分
を
お
付
け
い
た
し
ま
す
。
子

ど
も
会
等
の
団
体
で
の
ご
鑑
蛍
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
⑯
人
以
上
の
団
体
で
バ
ス
で
の
送

迎
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
文
化
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
〈
た
一

だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
，
烏
の
博
物
館
雲
堕
２
２
１
２
へ

会
の
主
催
に
よ
る
、
手
賀
沼
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
の
全
応
募
作
品
３
４
６
点

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

配
布
日
時
・
場
所

◎
也
月
３
旦
且

0”

国
・
Ｉ
↓
梛
訓
虫
１
勺

伽
揃
い
“
母
や
口

＆
口
肥
帆
靹

４
帆
瞬
塑

１
『
６

３
Ｍ
ご
Ｉ

＊
市
役
所
Ｃ
会
議
室
（
市
民
会
館
敷

地
内
プ
レ
ハ
ブ
）
…
王
則
８
時
犯
分
一

か
ら
午
後
８
時

＊
つ
く
し
野
・
湖
北
・
湖
北
台
・
布

佐
支
所
…
午
前
８
時
加
分
か
ら
午
後

５
時
＊
根
戸
・
久
寺
家
・
天
王
台
北
・
新
一

木
・
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
：
開
館

時
間
内

◎
担
月
４
旦
坐
以
降

＊
市
役
所
手
賀
沼
課
茜
別
館
４
階
）

…
午
前
８
時
如
分
か
ら
午
後
５
時

配
布
上
の
注
意

①
多
く
の
方
に
配
布
で
き
る
よ
う
、

配
布
場
所
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
、

１
人
に
つ
き
１
部
と
ざ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す

②
配
布
時
間
内
で
も
部
数
が
な
く
な

り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

③
電
話
で
の
予
約
や
郵
便
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
・
内
線
４

６
２

第
６
回
「
い
い
風
景
み
つ
け
よ
、
己

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が
、
、

月
返
日
に
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
に
山

下
要
ざ
ん
（
古
戸
）
の
「
霧
の
朝
」

（
写
真
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
市
内

外
か
ら
１
２
１
点
の
応
募
が
あ
り
、

我
孫
子
の
雨
い
風
塁
が
そ
れ
ぞ

第
６
回
い
い
風
景
見
つ
け
よ
う
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
に
山
下
要
さ
ん
（
古
戸
）

、

＆ 蔀

景
観
貧
は
、
ま
ち
の
景
観
を
引
き

立
て
て
い
る
建
物
や
街
並
み
、
良
好

な
自
然
環
境
を
残
し
て
い
る
場
所
、

そ
の
場
所
を
保
全
す
る
活
動
や
ま
ち

の
景
観
を
良
く
す
る
活
動
を
し
て
い

る
人
た
ち
を
表
彰
し
、
良
い
景
観
を

残
し
、
育
み
、
創
る
た
め
の
賞
で
す
。

れ
の
写
真
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
の
入
選
者
は
次

の
と
お
り
で
、
入
選
作
品
は
廻
月
１

日
（
土
）
か
ら
妬
旦
日
）
ま
で
、
市
民

会
館
２
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
き
い
。

＊
優
秀
賞
増
田
惣
英
（
船
戸
）
、

小
林
精
一
（
柏
市
）
、
堀
井
貞
彦

（
青
山
台
）

＊
入
選
大
野
陽
子
（
天
王
台
）
、

白
田
誠
（
柏
市
）
、
森
か
ず
お
（
沼

南
町
）
、
飯
村
和
夫
（
岡
発
一
己
、
高

津
忠
雄
（
沼
南
町
）
、
白
杉
政
幸

（
白
山
）
、
澱
誰
直
人
（
松
戸
市
）
、
一

三
津
山
喜
久
雄
（
柏
市
）
、
堀
井
貞
一

彦
、
河
野
吉
久
（
守
谷
町
）

※
敬
称
略

問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
・
内
線
一

５
７
７

第5回景
12件の推薦から

1件を決定

９
■
Ｏ
ｐ
８
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
“
０
回
４
“
■
Ⅱ
‘
■
０
Ⅱ
ｂ
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ａ
■
■

Ⅱ
■
■
■
“
１
１
■
８
■
且
■
■
■
Ⅱ
０
１
．
Ⅱ
■
Ⅱ
■
Ｉ
■

1

励
賞
の
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
景
観
賞
…
（
仮
称
一
天
神
坂
ま
た
は

三
樹
荘
の
坂
〈
緑
１
丁
目
〉

こ
の
坂
は
白
樺
派
の
文
人
が
集
っ

た
三
樹
荘
の
検
に
あ
り
、
現
在
も
坂

の
両
側
の
村
山
氏
、
井
手
口
氏
の
努

力
で
美
し
い
坂
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
坂
自
体
も
自
然
石
で
整
備

き
れ
、
文
化
の
か
お
る
坂
道
と
な
っ

て
お
り
、
多
く
の
市
民
の
散
歩
道
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
〈
写
真
）

問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
・
内
線

５
７
７

日
・
所
哩
月
喧
日
（
土
）
口
時
開
演
、
一

市
民
プ
ラ
ザ
（
入
場
無
料
）

出
演
＊
窪
田
号
娠
ざ
ん
（
ソ
プ
ラ

ノ
）
、
幡
野
友
香
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
、

小
橋
篭
ざ
ん
賛
藍
運
：
コ

ン
サ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
フ
ァ
ン

タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
＊
瀬
川
香
織

か
や
む
ろ

さ
ん
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）
、
萱
室

智
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
…
リ
ベ
ル
タ

ン
言
か
難
涛
菫
ん
（
ビ
｜

ア
ノ
）
…
Ｔ
ｏ
Ｌ
Ｏ
ｖ
ｅ
Ａ
ｇ

ａ
１
ｎ
悪
情
物
語
」
よ
り
ほ
か

問
市
民
プ
ラ
ザ
冥
理
２
１
１
１

今
年
で
５
回
目
を
迎
え

る
こ
の
賞
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
皿
件
の
推
薦
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
景
観
審
議
会
で
公
開
審

査
し
、
次
の
と
お
り
景
観

賞
１
件
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
は
景
観
奨

．
■■■■

日
立
精
機
我
孫
子
工
場
に
勤
務
す

る
江
川
幸
二
ざ
ん
が
〃
卓
越
し
た
技

能
者
（
現
代
の
名
工
）
〃
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
、
ｎ
月
、

日
、
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
た
千
葉
県

職
業
能
力
開
発
促
進
大
会
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
（
写
真
。
中
央
）

〃
卓
越
し
た
技
能
者
（
現
代
の
名

日
立
精
機
。
江
川
さ
ん
〃
現
代
の
名
工
〃
を
受
賞

布
佐
在
住
の
増
田
利
夫
ざ
ん
が
農

林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
け
、
ｎ
月
７

日
、
県
庁
農
林
水
産
部
長
室
で
表
彰

状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
）

こ
の
表
彰
は
、
農
林
水
産
業
の
発

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘

増
田
利
夫
さ
ん
に
農
林
水
産
大
臣
表
彰

有
料
農
地
の
確
保
と
農
業
振

職L

序
一
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ

垂
屋
２
１

ﾛ

一

－ ぬ

工
）
〃
は
、
技
能
者
の
地
位
と
技
能

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
が
、
模
範
と
な
る
技

能
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

江
川
さ
ん
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制

御
の
工
作
機
械
を
用
い
た
金
属
部
品

加
工
の
技
能
に
優
れ
、
今
回
の
表
彰

と
な
り
ま
し
た
。

展
に
功
繊
の
あ
っ
た
方
を
選
定
し
、

農
林
水
産
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で

す
。

増
田
さ
ん
は
昭
和
毒
年
に
農
業
委

員
に
選
任
さ
れ
、
平
成
、
年
か
ら
は

農
業
委
員
会
の
会
長
と
し
て
現
在
も

活
躍
中
。
都
市
化
の
波
が
押
し
寄
せ

る
中
で
、
優
良
農
地
の
確
保
、
施
設

型
農
業
の
振
興
や
市
民
農
園
の
開
設

な
ど
に
尽
力
し
、
都
市
近
郊
農
業
の

発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

「
表
彰
は
大
変
光
栄
で
す
。
都
市

近
郊
の
磯
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
厳
し
い
。
今
後
も
市
の
農
業
の

発
展
の
た
め
に
頑
張
り
た
と
と
力

強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

受
黄
に
あ
た
っ
て
「
現
在
、

部
品
の
糖
度
は
１
０
０
０
分

の
１
ミ
リ
単
位
で
要
求
さ
れ

ま
す
が
、
近
い
将
来
１
０
０

０
０
分
の
１
ミ
リ
単
位
と
な

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず

に
糒
進
し
た
墜
と
語
り
ま

し
た
。#ここ

､こ1_-

力L、
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↓
中
央
学
院
大
学
吹
奏
楽
団

第
７
回
定
期
演
奏
会

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
…
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
空
理
１
１
１
１

で
か
け
て
我
嘩
吟
躍
創
罐
鼻
鷲

み
ま
せ
ん
か
蹄
如
詑
月
９
旦
旦
９
蕊
分
Ｉ
埴

我
孫
子
矯
正
展
諦
灘
籟
慧
舞
）

所
作
業
の
紹
介
、
全
国
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
即
売

問
千
葉
刑
務
所
作
業
部
門
壷
０
４

３
（
２
３
２
）
６
０
７
９

日
哩
月
聖
日
（
土
）
ｍ
時
～
嘔
時
、

参
加
し
て

零
日
（
祝
而
時
～
巧
時

内
ビ
デ
オ
や
パ
ネ
ル
に
よ
る
刑
務
み
ま
せ
ん
か

所
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

日
廻
月
喧
日
（
土
活
時
犯
分
開
場
、

妬
時
開
演

所
柏
市
民
文
化
会
館
（
入
場
無
料
）

曲
目
淳
Ｃ
ｓ
里
９
ｓ
固
る
璽
己
呉

園
ョ
①
、
久
石
譲
ア
ニ
メ
メ
ド
レ
ー
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ス
テ
ー
ジ
ほ
か

問
中
央
学
院
大
学
学
生
課
貧
邑

６
５
１
８

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
県
民
プ
ラ
ザ

曰
廻
月
９
日
百
）
、
時
～
暉
時

所
苔
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

内
①
教
育
、
国
際
交
流
、
福
祉
、

環
境
な
ど
、
各
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
成
果
の
発
表
②
講
演
会

「
車
辮
尹
で
シ
ャ
ル
・
ウ
ィ
・
ダ
ン

己
講
師
．
：
松
島
ト
モ
子
さ
ん

申
②
の
み
電
話
で
ま
な
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ち
ぱ
壷
（
弱
）
２

２
０
０
（
先
着
４
７
３
人
）

妾
無
料

間
ぎ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
普

及
課
雲
“
）
８
６
１
４

日
…
日
時
、
所
・
・
噸
所
令
内

日
。
所
哩
月
８
日
（
土
）
ｍ
時
～
哩

時
、
湖
北
地
区
公
民
館

内
木
を
小
刃
で
削
っ
て
作
る
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス

対
小
学
生
、
先
着
、
入

費
１
０
０
円
（
材
料
費
）

持
絵
の
具
セ
ッ
ト
、
新
聞
紙
２
枚
、

ゴ
ミ
袋

申
本
日
８
時
釦
分
か
ら
電
話
で
、

湖
北
地
区
公
民
館
實
詔
）
４
４
３
３

県
立
関
宿
城
博
物
館

河
川
文
化
講
演
会

日
１
月
幻
日
（
日
）
Ｂ
時
開
演

所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

講
師
Ｃ
・
ｗ
・
ニ
コ
ル
さ
ん
（
作

家
）

対
３
０
０
人
（
応
募
多
数
時
抽
選
）

費
無
料

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
参
加
希
望
人
数
（
１
通

３
人
ま
で
）
を
明
記
し
、
廻
月
加
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１

０
２
０
１
東
葛
飾
郡
関
宿
町
三
軒
家

１
４
３
の
４
干
葉
県
立
関
宿
城
博
物

館
特
別
講
演
会
係

間
同
博
物
館
学
芸
課
實
塑
１
４

０
０
圃
（
％
）
３
７
３
７

内
容
、
種
…
種
目
霊
出
…
出
席
者
・
坐

こ
ど
も
工
作
教
室

～
学
校
週
５
日
制
関
連
行
事
～

吉
田
記
念
テ
ー
ヌ
研
修
セ
ン
タ
ー
霊
愛
１
０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）
ど
、
詳
し
く
は
県
立
野
田
一

し
め
‐

（
梨
）
３
０
３
０

指
導
〆
飾
り
を
創
ろ
う
会

学
校
賓
包
０
２
２
２
へ

出
演
者
、
対
…
対
象
・
定
員
、
持
・
・
持
委
養
用
…
蟹
、
申
…
申
し
込
み
、
問
．
：
問
い
合
わ
せ
、
主
．
：
主
催
・
共
催

大
型
の
影
絵
を
中
心
に
、
素
話
や
日
。
所
哩
月
零
日
（
祝
）
９
時
受
け

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
行
い
ま
す
。
付
け
、
市
民
体
育
館

楽
し
い
「
冬
の
お
た
の
し
み
今
三
に
、
種
一
般
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ

ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。
プ
ル
ス

曰
・
所
哩
月
四
旦
水
）
…
布
佐
分
費
シ
ン
グ
ル
ス
６
０
０
円
、
ダ
ブ

館
第
１
会
議
室
加
日
（
木
）
…
市
民
ル
ス
ー
組
１
２
０
０
円
（
市
内
小
・

会
館
第
４
．
５
会
議
室
、
迦
日
釜
）
中
学
生
は
、
シ
ン
グ
ル
ス
２
０
０
円
、

：
湖
北
地
区
公
民
館
第
１
学
習
室
、
ダ
ブ
ル
ス
ー
組
４
０
０
円
）

い
ず
れ
も
喧
時
～
喧
時
犯
分
申
ハ
ガ
キ
に
（
ダ
ブ
ル
ス
は
２
入

費
無
料
の
）
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所

対
４
歳
～
ｍ
歳
く
ら
い
ま
で
の
お
属
団
体
名
、
大
会
名
、
種
目
を
明
記

子
ざ
ん
、
夘
人
（
市
民
会
館
は
釦
人
）
し
、
哩
月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
つ

問
市
民
図
書
館
冥
翌
１
１
１
０
く
し
野
３
の
５
の
１
０
３
吉
田
常
子

古
利
根
蔭
や
防
酎
訴
妙
、
一
半
鰯
侭
理
）
６
９
７
４

日
・
内
①
冬
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
．
．
Ｔ
法
廷
傍
聴
《
蓉

哩
月
９
日
（
且
９
時
～
ｍ
時
如
分
日
・
集
合
場
所
廻
月
塑
日
（
木
這

②
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
：
血
月
空
時
、
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部

旦
祝
）
９
時
～
皿
時
（
参
加
無
料
）
内
傍
聴
事
件
の
概
略
説
明
・
解
説
、

※
①
は
雨
天
中
止
、
②
は
雨
天
実
施
千
葉
地
方
裁
判
所
松
戸
支
部
で
の
傍

集
合
場
所
古
利
根
沼
中
央
我
湖
水
聴
（
刑
事
事
件
２
件
）

路
広
場
対
先
着
奉
人
（
参
加
無
料
）

持
①
長
靴
、
軍
手
②
あ
れ
ば
双
申
哩
月
５
貝
水
而
時
か
ら
電
話

眼
鏡
な
ど
で
、
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
垂

間
古
利
根
の
自
然
を
守
る
会
・
土
０
４
７
（
ゞ
３
６
６
）
６
６
１
１

子
云
（
顕
）
２
３
４
１

ク
リ
ス
マ
ス
☆
フ
エ
ス
タ

各
回
先
着
釦
組
問
同
公
園
緑
の
相
談
所
壷
０
４
７
募
集
人
数
第
一
看
護
学
科
（
３
年

震
１
組
５
０
０
円
（
お
子
ざ
ん
２
６
お
）
４
０
３
１

課
程
）
、
入
学
定
員
（
“
人
）
の
、

日
哩
月
奉
旦
火
）
①
ｍ
時
～
哩
目
而
時
～
超
時
、
県
立
北
総
花
の

時
②
喝
時
如
分
～
巧
時
犯
分
（
雨
丘
公
園
（
参
加
無
料
）

天
実
施
）
内
喧
日
…
ク
ッ
キ
ー
料
理
教
室
、

所
吉
田
記
念
テ
ー
ヌ
研
修
セ
ン
タ
木
工
教
室
暉
日
：
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ー
（
柏
市
花
野
井
）
ツ
ト
、
竹
と
ん
ぼ
を
作
ろ
う
、
コ
ン

対
一
ｚ
一
ス
を
し
た
こ
と
の
な
い
４
サ
ー
ト
両
日
。
：
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
、

歳
か
ら
哩
歳
の
お
子
ざ
ん
と
保
護
者
、
押
し
花
の
展
示
と
体
験
教
室
ほ
か

オ
ル
、
着
替
彙
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー
曰
・
所
哩
月
空
旦
土
汚
時
～
巧
７
旦
金
）

ル
は
主
催
者
が
用
意
）
時
調
分
、
湖
北
地
区
公
民
館
一
次
試
験
日
１
月
調
日
（
土
）

申
本
日
９
時
か
ら
電
話
で
、
（
財
）
対
先
着
犯
人
※
受
験
賓
格
や
募
集
要
項
の
請
求
な

吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー
壷
饗
１
０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）
ど
、
詳
し
く
は
県
立
野
田
看
護
専
門

人
目
以
上
１
人
２
０
０
円
）

持
運
動
が
で
き
る
靴
・
服
装
、
夕

市
民
図
書
館

冬
の
お
た
の
し
み
会

親
子
シ
ョ
ー
ト
一
Ｚ
責
教
室

１
１

h

i

I

ｍ
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

日
・
所
哩
月
巧
日
（
土
）
・
嘔
日

一
注
連
飾
り
講
習
会

第
空
画
才
Ｉ
プ
ン
卓
球
大
会

､

東
葛
中
部
地
区
総
合

開
発
事
務
組
合
職
員

募
集
職
種
・
人
数
生
活
指
導
員

（
上
・
中
・
初
級
）
、
若
干
名

勤
務
場
所
知
的
障
害
者
更
生
施
設

「
み
ど
り
園
」
（
中
峠
）

受
験
資
格
昭
和
釦
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
①
短
大
卒
業
（
見
込
み
）

以
上
で
、
社
会
福
祉
、
心
理
学
、
教

育
学
、
社
会
学
の
い
ず
れ
か
を
専
攻

し
た
方
②
専
修
学
校
卒
業
（
見
込

み
）
で
社
会
福
祉
に
関
す
る
学
科
を

専
攻
し
た
方
③
高
校
卒
業
以
上
で

２
年
以
上
、
知
的
障
害
者
の
福
祉
に

関
す
る
事
業
に
従
事
し
た
方

受
験
申
込
書
の
配
布
。
受
付
期
間

皿
月
３
日
（
月
）
～
廻
月
酔
日
（
金
）
９

時
～
画
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

配
布
。
受
付
場
所
東
葛
中
部
地
区

総
合
開
発
事
務
組
合
総
務
課
（
柏
市

都
市
振
興
公
社
３
階
）

一
次
試
験
日
哩
月
空
日
（
土
）

問
同
事
務
組
合
総
務
課
雲
壁
５

２
５
１

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
廻
月

、
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
中
里
釦

の
３
湖
北
支
所
２
階
湖
北
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
冥
諏
）
２
５
５
１

た
か
の
ば
し

問
聡
鋳
冥
鯛
）
９
０
４
０
（
夜
間
）

％
程
度

願
書
受
付
期
間
哩
月
３
日
（
月
）
～

県
立
野
田
看
護
専
門
学
校
学
生

今月の相談等

◎ﾘｻｲｸﾙ教室胞局⑳ 内容｜日時場所問い合わせ

法律相談(予約制'捌蝋卿磯1両驍蔭)室秘書課
※予約は、12月3日(月)8:30から電話で秘書課へ。

税務相談(予約制)'21(金)10:00-15:001本庁1階面談室|収税課
※予約は、12月17日(月)8:30から電話で収税課へ。

人権相談6(木)10:00~15:00西別館2階面談室生活支援課

行政相談7(金)10:00~12:00市民相談室秘害課

懲産急目菫鱸慨:｡三::棗罠渠詮壽建築指導課
交通事故相談10(月)10:00~15:00交通整備課交通整備課

心の相談(予約制）6(木)13:30～15:30福祉総合相談室

心の健康クラブ17(月)14:00~16:00

酒害相談7(金)13:30~15:00保健センター福祉総合相談室
アルコール家族教室14(金)13:30～15:00

健康相談↑I剛:剛:基隣誰ﾀ巷墨‘感驍

場所

市民相談室
（本庁2階）

｜教室名 日時｜定員|参加費｜持参するもの。備考
法律相談(予約制） 秘書課

牛乳パックでハガキ
作り教室

8日&)1000-12:00
(毎月第3士曜日）

バスタオルまたはタオ
ル2枚

5人 300円

|糸のこ&ﾄーﾙペｲﾝﾄ躯（クリスマスリース作り）
昼食＄（午前･･糸のこ教室、
午後…ﾄー ﾙペｲﾝﾄ教室）

9日（日)10:00-15;0010人 800円

おしゃれ教室（傘の

布で買い物袋作り），
傘からはずして洗ってほど
いた布､裁縫道具昼食

300円1旧(JAl)10:00-15:00 5人

12日(水)10:00-15:00
赤･緑茶･白色などの布．
裁縫道具､昼食

布あそび教室(パッチワーク
のクリスマスツリー作り）

300円7人

建築指導課
柔らかな木綿の古布または横

糸用の古布古毛糸､ハサミ
裂き織り体験教室(裂い
た古布を材料に織ります）

糸のこ教室

（トナカイ作り）

木工教室（ゴミ分別
ボックス作り）

回
人
各
６ 500円

13日(木)10:00-12:30 5人 300円 なし

作日(水1，柵'2:3017人'300円’
福祉総合相談室ミ分別

） 19日（水）9:30-12:30 7人 300円 なし 保健センター

申し込み電話で月曜日を除く毎日9時から17時までに、ふれあい工房
運営協議会念(86)5500へ（いずれも定員になり次第締め切り｡キャンセルの場合
は必ずご連絡を。キャンセル待ちの方は、開催日前日にご連絡ください）

◎リサイクルアドバイザー

＊家具リフォーム・リペアー相談…毎週日曜日13時から16時
＊木工リサイクルアドバイザー…休館日を除く毎日10時から17時
＊おもちゃの病院･毎週日曜日13時から17時
＊おしゃれアドバイザ－．．．5週目を除く毎週水．木曜日10時から15時

※不要になった大工道具(ﾉｺ判､かなづち､ｶﾝﾅなど)をご寄付くださ↓塑〆

健康相談

健康･生きがいづくり
相談(予約制）

ふれあい福祉ｾﾝﾀー
(社会剛臓餉い）

11.25(火)10:30~16:00

社会福祉
協議会

Mあい福祉ｾﾝﾀー3.17（月）9:00~15:00
心配ごと相談

保健センター10（月）9:00~15:00▲

結婚相談'2.16(日)10:00~14:001社会福祉協議会
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I

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大

学
で
、
全
科
履
修
生
と
し
て
４
年
以

上
在
学
し
、
所
定
の
単
位
を
修
得
す

れ
ば
学
士
の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

ま
た
、
来
年
４
月
か
ら
は
、
大
学

院
生
（
修
士
科
目
生
）
の
受
け
入
れ

が
始
ま
り
ま
す
。

募
集
学
生
①
全
科
履
修
生
（
卒
業

を
め
ざ
す
学
生
）
②
選
科
履
修
生

（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）
③
科

目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
す
る
学
生
）

④
修
士
科
目
生
（
１
科
目
か
ら
履
修

す
る
大
学
院
生
）

対
①
④
．
・
由
歳
以
上
②
③
．
右

歳
以
上

出
願
受
付
期
間
哩
月
喧
日
（
土
）
～

２
月
喧
日
（
金
）

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
一
四
０

１
２
０
１
８
６
４
１
６
０
０

問
同
大
学
車
皐
足
立
学
習
セ
ン
タ

ー
壷
０
３
（
５
２
４
４
）
２
７
６
０

放
送
大
学
学
生

■一一一

日
毎
週
金
曜
日
、
時
～
哩
時

所
市
民
会
館

対
先
着
若
干
名

費
月
額
３
５
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
石

川
云
圃
（
の
）
１
６
４
６

－1
英
会
話
サ
ー
ク
ル
Ｔ
今
ｗ
ｏ
Ｋ
会
員

た
つ
か
わ
な
ち

立
川
奈
知
ち
ゃ
ん

（
柴
崎
台
。
１
歳
３
カ
月
）

Ｉ
ＩＬ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

司一可

す
こ
や
か

ご
み
の
焼
却
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
発
生
が
、
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
燃
や
す
場
合
も
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
発
生
が
懸
念
き
れ
ま
す
。
ご

み
は
空
き
地
や
庭
で
燃
や
き
ず
、
分

別
し
て
収
集
日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
不
要
に
な
っ
た
家
庭
用
小

型
焼
却
炉
は
、
市
で
回
収
し
て
い
ま

す
。
回
収
方
法
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
業
用
ご
み
の
野
外
で
の

燃
焼
（
野
焼
き
）
は
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
の
皆
ざ
ん

は
、
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
冠
（
画
０

０
１
５

日
・
所
毎
週
木
曜
日
瞬
時
～
嘔
時

犯
分
、
湖
北
地
区
公
民
館
ほ
か

対
卵
歳
以
上
で
合
奏
を
愛
好
す
る

方
、
先
着
お
入

費
月
額
３
０
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
岡

村
垂
睡
（
認
）
３
３
２
２

お
し
ら
せ

我
孫
子
三
テ
ア
ー
サ
ン
ブ
ル
団
員

こ
み
は
野
外
で
燃
や
さ
な
い
で

（
湖
北
台
・
１
歳
２
カ
月
）

し
ま
か
た
か
な
こ

島
方
佳
那
子
ち
ゃ
ん

F

1

平
成
皿
年
度
に
市
が
発
注
す
る
工

事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
職
入
、

委
託
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
事
業
者
は
、
次
の
と
お
り

「
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
里
媚
登

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
受
け
付
け
は
中
間

（
追
加
）
申
請
の
た
め
、
本
年
中
に

す
で
に
提
出
済
み
の
方
は
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
の
販
売
指
定
様
式
を
１
月

喧
日
（
火
）
か
ら
１
月
訓
日
（
木
）
ま
で

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
、
管
財
課

（
市
役
所
本
庁
２
階
）
で
販
売
（
消

費
税
込
み
１
部
１
０
０
０
円
）

申
請
申
し
込
み
郵
送
で
１
月
丞
日

（
月
）
か
ら
２
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
我

孫
子
郵
便
局
（
局
留
め
）
へ

問
管
財
課
契
約
係
冥
亟
３
０
０

０
（
直
通
）

県
都
市
整
備
基
本
方
針
（
原
案
）
に

一
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

県
で
は
、
幻
世
紀
の
都
市
づ
く
り

の
総
合
的
な
指
針
と
な
る
都
市
整
備

基
本
方
針
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、

こ
の
た
び
、
そ
の
原
案
を
公
表
し
、

広
く
県
民
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

原
案
は
、
市
役
所
都
市
計
画
課
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
一
］
再
勺
却
二
三
乏
乏
．
ご
『
の
哺
・
○
一
二
一
煙
．

一
三
）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

意
見
の
募
集
期
限
皿
月
面
日
（
月
）

提
出
先
県
庁
都
市
政
策
課
〈
市
役

所
都
市
計
画
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

問
県
庁
都
市
政
策
課
壷
０
４
３

（
２
２
３
）
３
１
６
６
、
市
役
所
都

市
計
画
課
・
内
線
５
７
８

ご刺開く蝿い 韓
拳
入
札
参
加
資
格
申
請
〈
逼
加
全

テレホンガイド
声の便利帳

柏
市

荒
憲
一
・
木
田
志
津
加

ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ

日
。
所
哩
月
迦
日
（
金
）
嘔
時
開
場
、

喝
時
如
分
開
演
、
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

内
小
組
曲
：
ド
ビ
ッ
シ
ー
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
舞
曲
集
よ
り
．
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
、

ラ
プ
ソ
デ
イ
ー
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
…

ガ
ー
シ
ユ
ウ
イ
ン
ほ
か

饗
４
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
柏
睾
叩
文
化
課
チ
ケ

ッ
ト
ガ
イ
ド
云
唖
（
観
）
５
７
８
５

（
土
・
日
を
除
く
９
時
～
”
時
）

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
お

松
戸
公
共
職
業
安
定
所
は

庁
舎
に
よ
り
取
扱
業
務
が
異
な
り
ま
す

松
戸
公
共
職
業
安
定
所
は
、
ｍ
月

９
日
か
ら
庁
舎
が
２
カ
所
に
な
り
、

庁
舎
に
よ
っ
て
取
り
扱
う
業
務
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
松
戸
駅
前
庁
舎
壷
０
４
７
（
３
６

７
）
８
６
０
９
〈
松
戸
駅
西
口
か
ら

徒
歩
３
分
〉
＊
職
業
相
談
・
紹
介

（
求
人
情
報
の
閲
覧
を
含
む
）
＊

雇
用
保
険
の
受
給
手
続
き
＊
教
育

訓
練
給
付
の
受
給
手
続
き
＊
求
人

の
申
し
込
み

◎
馬
橋
庁
舎
壷
０
４
７
（
３
４
８
）

６
１
０
０
〈
馬
橋
駅
西
口
か
ら
徒
歩

零
分
〉
主
雇
用
保
険
の
適
用
（
加

入
、
資
格
の
取
得
・
喪
失
、
雇
用
継

続
給
付
）
＊
各
種
助
成
金
（
事
業

所
）
＊
民
営
職
業
紹
介
・
労
働
者

派
遣
事
業
（
新
規
許
可
申
請
）

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

薑

壺壺~’ ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス

．
ｍ
松
戸
２
０
０
１

日
。
内
哩
月
零
日
（
祝
活
時
～
暉

時
．
・
・
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
大
行
進
、

聖
日
（
体
面
時
～
唾
時
…
雪
だ
る
ま

な
ど
の
オ
ブ
ジ
ェ
の
制
作
、
コ
ン
サ

ー
ト
、
雪
上
宝
物
探
し
ゲ
ー
ム
ほ
か

所
伊
勢
丹
松
戸
店
広
場
、
ふ
れ
あ

い
通
り
、
松
戸
駅
周
辺
（
参
加
無
料
）

問
松
戸
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
創
出
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
壷
０
４
７
（
３

６
９
）
１
４
７
９

日
廻
月
８
日
（
土
）
・
９
日
（
日
）
、

時
～
巧
時

内
司
法
書
士
や
弁
護
士
に
よ
る
、

多
重
侭
務
や
自
己
破
産
な
ど
に
つ
い

て
の
無
料
電
話
相
談

相
談
専
用
電
話
番
号
壷
０
４
３

人
権
週
間
記
念
講
演
会

三
遊
亭
円
楽
「
笑
い
と
人
生
」

日
廻
月
４
日
（
火
）
逼
時
調
分
開
演

問
柏
市
教
育
委
員
会
文
化
課
壷

（
印
）
１
４
９
４

日
・
所
哩
月
８
日
（
士
逼
時
如
分

～
嘔
時
、
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支

部
（
松
戸
市
松
戸
１
３
３
６
）

対
先
着
喧
人

申
電
話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸

支
部
垂
０
４
７
（
３
６
６
）
６
６
１

１ 答
え
し
ま
す
。
（
予
約
制
）

日
。
所
哩
月
加
日
（
木
逼
時
犯
分

～
喧
時
知
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
階
）

費
無
料

申
電
話
で
介
護
支
援
課
雲
郡
）
１

４
１
１

住
宅
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金

多
重
債
務
１
１
０
番

無
料
法
律
相
談

野
田

松
戸
市雨

’

’
1

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
脇
Ａ
ぴ
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

①
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
点
灯
式

日
哩
月
１
旦
土
）
”
時

②
實
楽
祭
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
選
手
サ
イ
ン
会
ほ
か

日
哩
月
四
日
（
祝
五
時
～
鵡
時

所
い
ず
れ
も
東
武
野
田
線
鎌
ケ
谷

駅
東
口
駅
前
広
場

※
①
は
雨
天
実
施
、
②
は
雨
天
中
止

問
Ｎ
Ｐ
○
法
人
Ｋ
Ａ
○
の
会
云
０

４
７
（
４
９
８
）
６
１
１
１

－

所
野
田
市
文
化
会
館
（
入
場
鉦
避

内
「
笑
い
と
人
生
」
講
師
．
：
三

遊
亭
円
楽
ざ
ん
（
落
語
家
）

申
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

問
野
田
市
人
権
施
策
推
進
課
云

（
空
１
１
１
１
内
線
２
１
３
１

対
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
な
ど
へ
入
学
・
在
学

す
る
方
の
保
護
者
で
、
年
間
収
入
が

１
２
１
０
万
円
以
内
（
事
業
所
得
者

は
所
得
が
９
９
０
万
円
以
下
）
の
方

融
資
額
学
生
・
生
徒
ひ
と
り
あ
た

り
２
０
０
万
円
以
内

使
途
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
制
服
代
、
交
通
識
、
ア
パ
ー
ト

の
敷
金
・
家
賃
な
ど

利
率
年
１
．
７
％
（
固
定
）

返
済
期
間
、
年
以
内

※
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
国
民
生

活
金
融
公
庫
柏
出
張
所
冥
竪
１
５

４
２
へ

◎
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
２
４
３
）
４
１
４
４

問
千
葉
青
年
司
法
書
士
協
議
会
・

前
田
電
０
４
７
（
４
９
５
）
５
０

７
７鎌 国
の
教
育
ロ
ー
ン

ケ
谷
市

く

’
▼おはなし会

'12月の市民方ザギｬｦ洞
◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
書
館

ギｬﾗﾘー
1■■■

賎そよがぜ号,2月の日程慌天中止）フ 入場無料

催し名・問い合わせ 曜日日’場所時間

水§蕊駕薑芸冒鰯剛：
19柴崎台4号公園15:00～16:00

木§蕊墨脅蓄祉怠ﾀ喜淵冒卿
20湖北地区公民館14:50～15:30

金？久寺家あけぼの公園14:00~14:45
21つくし野4号公園東側入口15:00～16:00

水12ｹﾝﾀﾂｷーﾌﾗｲドﾁｷﾝ駐車場14:00~15:00
26台田池尻公園15:20～16:00

木1;3天王台東児童公園14:00~14:50
27白山中学校裏門入口|15:20~16:00

僥蕊轟細期剛:｜金14

日時
図
書
館

だ
よ
り

第15回我孫子市絵画展｡前期

(パｽﾃﾙ､獺､ｱｸﾘﾙ＼日ﾎ剛）
鈴木TEL(82)0900

1日(士)～5日（水）
10:00～19:00

(5日は15時30分まで）

５
．
ね
水 TELTELTELTEL

一÷ヘヘ

87898784
ーーーー

0131
9301

0151
9150

６
．
釦

第15回我孫子市絵画展｡後期

(油彩）

鈴木TEL(82)0900

8日(±)～12日（水）
10:00～19:00

(12日は15時30分まで）

木 ※対象…4歳から9歳までの方

▼12月のミニギヤラリー(期間…11月14日から1月6日）
場所’作品。作者

７
．
罰
金

せいち<

第3回栖竹会かな書展

古澤TEL(82)9658

15日(士)~17日（月）

10:00～17:00

写真5点「京の寺・秋」・
東寺金堂、東福寺通天橋、
萬福寺勾欄、神護寺山門

齋藤眞壽夫(湖北台）
高山寺金堂路、

湖北台
分館

ね
。
妬
水

羅露
書道展(身体障害者福祉センター書
新林武士､辛川博哉､梅林敬子､稲葉作
小川千鶴子､金谷小､小池享子､小山三
月芳正達、時津勇、津田武志、長井〈に、氷見澄夫、
平石隆雄､三村和子､森田啓治､吉田健一､伊藤信雄、
加藤豊光

掴
・
訂
木2旧(金)~26日（水）

10:00~18:00(2旧は

12時から､26日は17時まで）’
グループ「彩」絵画展

高橋TEL(69)2162

布佐
分館
布佐
分館

’ ’金
凸

14

■ー一一一■■ローー■－■■_■■ー司両

TEL(8罰5000

ファクスガイド
ファクス便利帳
ユロー二■一一一■一匹ー一ーー■

TEL侭劉e鮒0
－．一一＝一．＝－．－．ローーョーー凸一一一．一一一■■

場 所

市民会館

湖北台分館

布佐分館

日時

6日(木）
16:00～16:30

14日(金）
16:00～16:20

13日、27日（木）
16:00～16:30
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風
し
ん
予
防
接
種
の

対
象
年
齢
が
拡
大

颪
し
ん
予
防
接
謹
は
、
こ
れ

ま
で
主
に
幼
児
や
中
学
生
等
を
対
象

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
防
接
種
法

の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
接
種
率
の

低
い
年
齢
層
が
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

風
し
ん
は
、
特
に
妊
婦
が
妊
娠
早

期
に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
心
奇

形
、
白
内
障
、
聴
力
障
害
な
ど
の
障

害
が
で
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

風
し
ん
は
ウ
イ
娑
の
蕊
蕊

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
の
で
、

女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
も
接
種

す
る
よ
う
に
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
昭
和
弘
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
歴
年
、
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
（
幼
児
期
は
変
更
な
し
）

接
種
期
間
平
成
巧
年
９
月
弧
日
ま

で
（
費
用
無
魁

※
接
種
を
受
け
る
に
は
、
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１
へ

大
腸
が
ん
検
診
は
旧
月
末

ま
で
・
お
早
め
に
受
診
を

期
間
皿
月
末
ま
で

対
象
市
内
在
住
の
犯
歳
以
上
の
方

内
容
問
診
・
便
潜
血
検
査

受
診
方
法
市
内
の
委
託
医
療
機
関

の年末年始の業務案内柏保健所
12月29日(土)から1月3日(木)まで閉庁です｡検査等の
年末最後､年始最初の受付日は次のとおりです。

12月’1月ヨ
利’

L

19日（水）
結果は26日(水）

16日(水）

事業所検診

（予約制）
12日（水）
結果は26日(水）

9日(水）

l

’
20日休）
結果は27日(木）

必須項目 10日(木）
水質検査

(予約制） （
、
月
１
日
号
広
報
折
り
込
み
の
保

健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
ま
た
は
暮
ら

し
の
便
利
帳
参
照
）
に
直
接
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
き
い

費
用
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー
壷

（
師
）
１
１
３
１

今
年
度
中
に
和
歳
か
ら
釦
歳
に
な

る
方
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
成
人
歯

科
健
診
は
、
哩
月
中
で
終
了
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
ご
連
絡

く
だ
き
い
。
受
診
券
と
委
託
医
療
機

関
の
一
覧
を
お
送
り
し
ま
す
。
（
扣

歳
・
釦
歳
に
な
る
方
に
は
、
す
で
に

受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
）

受
診
券
が
届
い
た
ら
、
委
託
医
療

機
関
へ
電
話
で
予
約
し
、
受
診
券
を

持
参
し
て
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
な
ど
、

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
實
諏
）
１

１
３
１
へ

成
人
歯
科
健
診
は
お
済
み
で
す
か

初
め
て
妊
娠
き
れ
た
方
を
対
象
に
、

妊
娠
中
の
歯
科
衛
生
や
赤
ち
ゃ
ん
の

歯
を
丈
夫
に
育
て
る
た
め
の
お
話
を

妊
婦
の
た
め
の
歯
科
講
演
会

珊
歳
か
ら
印
歳
の
方

’
11日（火）
結果は25日(火）

全項目 8日(火）

20日（木）
結果は27日(木）

腸内細菌検査 7日(月）
ﾛ

18日(火)､結果は
1月4日(金）

エイズ相談｡検査 15日(火）

’ ’１
１

保健所 27日(木)110日（木）
－－－－－ニニュI‐‐‐‐‐

飼えなくなった
犬･猫の引き取Ij 27日午前動物愛謹ｾンター 4日陰）

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
哩
月
加
旦
木
）
午
後
１
時
犯

分
か
ら
３
時
（
参
加
無
料
）

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
谷
田
部
茂
樹
医
師
（
我
孫
子

市
歯
科
医
師
全

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電
話
で

哩
月
四
日
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
垂

（
師
）
１
１
３
１
へ

児
童
手
当
、
特
例
給
付
、
就
学
前

特
例
給
付
は
、
義
務
教
育
就
学
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
支
給
対
象
の
方
で
、
ま
だ

申
請
し
て
い
な
い
方
は
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
き
い
◎

受
給
資
格

＊
我
孫
子
市
内
に
住
民
登
録
（
外
国

人
登
録
）
し
て
い
る
方

＊
平
成
哩
年
中
の
所
得
が
所
得
制
限

限
度
額
未
満
の
方

＊
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

、

児
童
手
当
幸
特
例
給
付
↑
就
学
前
特
例
給
付
の
申
請
手
続
き
は
お
早
め
に

哩
月
３
日
の
国
際
障
害
者
デ
ー

か
ら
９
日
の
障
害
者
の
日
ま
で
の

１
週
間
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

障
害
を
持
つ
方
の
自
立
と
社
会

参
加
を
進
め
る
た
め
に
は
、
障
害

者
問
題
に
対
す
る
一
人
ひ
と
り
の

理
解
と
認
識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
週
間
の
趣
旨
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
哩
月
６
旦
木
）
午

前
、
時
釦
分
か
ら
午
後
４
時
、
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
午
前
…
講
減
会
「
障
害
を

持
っ
て
地
域
で
暮
ら
す
」
～
自
立

障
害
者
週
間
・
記
念
講
演
会

l乱

生
活
運
動
の
あ
ゆ
み
～
午
後
．
：

体
験
講
座
壱
ァ
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
入
門
」
～
心
の
中
か
ら
自
立

を
奪
え
る
～
は
る
こ

講
師
野
上
温
子
ざ
ん
（
自
立
生
し
げ
と

活
セ
ン
タ
ー
立
川
）
、
山
形
軍
人

え
ん
じ
よ
い

さ
ん
（
Ｃ
Ｉ
Ｌ
く
に
た
ち
援
助
為

セ
ン
タ
ー
）
，

定
員
先
着
”
人
（
参
加
無
料
）

持
参
昼
食

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電
話

で
身
体
墜
暑
福
祉
セ
ン
タ
ー
垂

（
配
）
０
１
４
１
へ

※
湖
北
駅
北
口
か
ら
無
料
送
迎
バ

ス
（
午
前
、
時
零
分
発
）
を
運
行

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
き
い
。

資
格
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
小

学
校
教
諭
の
資
格
が
あ
る
方
ま
た
は

学
童
保
育
室
で
の
保
育
経
験
が
あ
り

保
育
の
仕
事
に
意
欲
の
あ
る
方
（
申

し
込
み
時
に
面
接
あ
り
．
採
用
す
る

場
合
は
来
年
４
月
以
降
に
な
り
ま
す
）

支
給
金
額

◎
第
一
子
・
・
月
額
５
０
０
０
円

◎
第
一
字
…
月
額
５
０
０
０
円

◎
第
一
一
一
子
以
降
．
・
・
月
額
１
万
円

申
請
手
続
き
次
の
も
の
を
用
意
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑
②
受
給
者
名
義
の
金
融
機

関
の
口
座
番
号
（
郵
便
局
は
除
く
）

③
受
給
者
が
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
場
合
は
年
金
手
帳
、
国
民
年
金

以
外
の
公
的
年
金
（
厚
生
年
金
等
）

の
加
入
者
は
、
勤
務
先
の
事
業
主
に

よ
る
年
金
加
入
証
明
書
、
ま
た
は
年

臨
時
学
童
保
育
指
導
員
募
集

１
１
－
１
１

ノL

勤
務
時
間
。
場
所
１
日
８
時
間
以

内
、
市
内
の
学
童
保
育
室

賃
金
時
給
８
８
０
円
（
通
勤
手
当

別
途
）

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
、
資
格
証
明
書
の
写

し
（
資
格
が
あ
る
方
の
み
）
を
子
育

て
支
援
課
児
童
家
庭
担
当
（
西
別
館

２
瞳
・
内
線
３
４
７
へ
持
参

介
護
人
派
遣
制
度
は
、
母
子
・
寡

婦
家
庭
の
母
等
が
修
学
や
疾
病
等
に

よ
り
、
一
時
的
に
介
護
・
保
育
等
が

必
要
な
世
帯
や
、
父
子
家
庭
の
父
に

な
っ
て
間
が
な
く
生
活
が
安
定
す
る

ま
で
の
世
帯
に
対
し
て
、
介
護
人

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
）
を
派
遺
し
、

日
常
生
活
の
世
話
を
す
る
制
度
で
す
。

派
造
き
れ
た
場
合
、
手
当
（
１
日

５
３
２
０
円
）
、
交
通
費
（
１
日
１

０
０
０
円
ま
で
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

登
録
申
請
。
問
い
合
わ
せ
（
財
）
千

葉
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
電
０
４

３
（
２
２
２
）
５
８
１
８

※
介
護
人
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
す

ず
ら
ん
の
会
（
我
孫
子
市
母
子
寡
婦

福
祉
会
）
会
長
・
島
藤
壷
圃
（
塾
５

７
９
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い

金
手
帳
と
健
康
保
険
証
④
平
成
旧

年
１
月
２
日
以
降
に
市
内
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
前
居
住
市
区
町
村
発
行

の
平
成
画
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
⑤
平
成
四
年
度
中
に
嘔
歳
に

達
す
る
ま
で
の
児
童
が
市
外
に
居
住

し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
の
属
す
る

世
帯
全
員
の
住
民
票
と
別
居
の
理
由

を
記
入
し
た
申
立
書

な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に

申
請
し
て
く
だ
き
い
・

申
請
先
。
問
い
合
わ
せ
子
育
て
支

援
課
・
内
線
３
４
７
（
西
別
館
２
瞳

母
子
・
寡
婦
家
庭
等
対
象

介
護
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集’

冬
の
乳
幼
児
の
下
痢
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
冑
腸
炎

に
よ
る
下
痢
の
場
合
が
か
な
り
あ
る

か
ら
で
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
冑
腸
炎

は
、
毎
年
、
乳
幼
児
を
中
心
に
冬
期

（
１
月
～
３
月
）
に
流
行
を
繰
り
返

し
、
生
後
６
カ
月
～
２
歳
に
最
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
が
、
年
長
児
や
成
人

り
か
ん

も
罹
患
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
患
者
の
便
中
か
ら
約

成
田
赤
十
字
看
護
専
門
学
校

側
年
度
看
護
学
生
募
集

資
格
高
等
学
校
卒
業
も
し
く
は
卒

業
見
込
み
の
方

出
願
期
間
哩
月
”
日
（
月
）
か
ら
平

成
脾
年
１
月
喧
旦
火
）

試
験
日
一
次
試
験
．
：
１
月
型
日

（
火
）
、
二
次
試
験
：
１
月
酔
旦
木
）

健
康
メ
モ
⑳

12月の各種健診と健康教室
保健センターTEL(87)1131
項目’期日｜対象

日畷舶に輪｡嫌になったら

休日診療所へ しあわせ学級
(ﾏﾀﾆﾃｨクラス）

妊娠20週~27週の方
(3日目は両親､家族）

7日､14日､2旧

▼休日診療所案内図

一・‐国這3記号 4カ月児相談’4日､11日｜平成13年7月生まれ
－－－－_|1QRIglfjll目の害I副デー

冬乳幼児の育児につ
いて相談のある方

19日
9:15-10:00受付育児相談

13年9月18日に1回目投与の方

13年6月生まれ(1回目）
13年10月9日に1回目投与の方

4日

11日

18日

の

鵠謬f蝉壹
診療科目内科°小児科。歯科

受付時間…午前9時から11時30分
午後1時から4時30分
※歯科は午前中のみ

持参健康保険証と診療費

電話番号〈87)7020(診療時間内のみ）
12月の二次救急病院(休日｡夜間当番病院）

日｜病院名｜電話’
2日｜我孫子東邦病院|理・81661
9日､24日､29日|ｱｺﾀﾄ科整形外科病院'84-73211

小児マヒ生ワクチン

(ポリオ)投与

下
１
週
間
ほ
ど
排
出
き
れ
ま
す
か
ら
、

便
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。
家
族
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も

手
洗
い
は
十
分
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

病
気
の
一
般
的
経
過
は
２
～
３
日

の
潜
伏
期
を
経
て
、
急
激
に
発
症
し

手
。
‐
日
目
は
膳
の
塁
塞

ぐ
、
発
熱
や
鼻
汁
な
ど
の
風
邪
の
症

状
を
し
ば
し
ば
伴
い
ま
す
心
２
日
目

試
験
科
目
国
語
Ｉ
．
Ⅱ
、
英
語

Ｉ
．
Ⅱ
、
選
択
科
目
（
数
学
Ｉ
・
生

物
Ｉ
Ｂ
か
ら
一
科
目
選
択
）

資
料
請
求
封
筒
に
５
０
０
円
分
の

切
手
、
ま
た
は
小
為
替
を
同
封
し
、

〒
２
８
６
１
８
５
２
３
成
田
市
飯
田

町
”
の
１
同
校
入
試
係
へ

問
い
合
わ
せ
同
校
垂
０
４
７
６

（
空
２
３
１
１
内
線
７
３
８
１

1歳6カ月児健歸査

2歳8カ月児歯雛診

3歳児健康診査

6日､13日

20日

6日､13日

12年5月生まれ

11年4月生まれ

10年5月生まれ 痢
離乳食教室
＊電話で予約

乳児のいる母親
（先着30人）

20E （
特
に
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
冑
腸
炎
）

|肩こり･腰痛教室'3日､10日､17日|肩こり・腰痛の方｜

|栄養相談(要予約)｜随時｜指導を受けたい方｜
※該当者で通知が届かない方はご連絡ください

健康づくり''2日(水)|布佐南公園(雨天時屋内)｜
うんどう教室'21日(金)|天王台西公園(雨天中止)｜

時間…10時～11時

柏保健所TEL(67)1255’ 82-8166 以
降
は
嘔
吐
の
回
数
は
少
な
く
な
り

水
様
性
の
下
痢
が
始
ま
り
ま
す
。
便

の
色
は
白
色
や
黄
白
色
の
こ
と
が
多

く
、
回
数
は
１
日
数
回
～
十
数
回
に

及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
脱
水
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
、
入

院
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
多
く
は
適
切
な
水
分
の
補
給
と

食
事
療
法
と
整
腸
剤
な
ど
の
投
与
に

よ
り
１
週
間
く
ら
い
で
軽
快
し
て
き

ま
す
。下

痢
や
嘔
吐
が
あ
っ
て
も
、
吐
き

気
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
く
元
気
が
あ

れ
ば
、
湯
ざ
ま
し
、
野
菜
ス
ー
プ
、

晦
峰
汁
や
、
市
販
の
乳
幼
児
用
イ
オ

ン
飲
料
な
ど
で
水
分
・
電
解
質
を
補

給
し
ま
し
ょ
誇
兎

下
痢
や
嘔
吐
の
回
数
が
多
い
と
き

や
、
元
気
が
な
い
と
き
に
は
、
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
会
壷

（
詔
）
５
５
２
５

我孫子東邦病院

84-7321ｱｺ外科整形外科病院

’16日､31日 平和台病院 89-1111

我孫子聖仁会病院'88-3111|

我孫子つくし野病院'84-22111

88-311123日
一

30日

’ 夜間に急病のときは｜企

’
テ
サ

ン
ス
ホ
ピ

０
レ
ー （87)1141TEL

厩鎚この広報紙は古紙100％再生紙を使用しています

未熟児等発達相談
*蕊杼駒馳雛轤）

療育相談

ｱﾙｺー ﾙ伽ごと桶

心の健康相談

27日

27日

3日､17日

7日､14日、

21日､28日

発達の遅れが心配な
1歳までのお子さん

整形外科的に心配のあ
る18歳未満のお子さん

アルコール問題を
抱えた本人､家族

精神病､精神神経
症で悩んでいる方


